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謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

　

本
会
顧
問
の
諸
先
生
を
は
じ
め
、
吟
界
各
方
面
の
皆
様
、
新
し
い
年

を
迎
え
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
錦
城
流
創
流
七
十
周
年
を
、
本
年
は
、
錦
城
会
創
設
七
十

周
年
を
迎
え
ま
す
。
会
員
の
減
少
、
老
齢
化
な
ど
問
題
は
あ
り
ま
す
が
、

会
員
一
同
、
錦
城
会
の
更
な
る
発
展
を
目
標
に
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　

令
和
七
年　

元
旦

詩
吟
朗
詠
錦
城
流　

宗
家　

山
元
錦
城

（
一
社
）
詩
吟
朗
詠
錦
城
会　

会
長　

城
戸
城
濤

　

西
暦
二
〇
二
五
年
、
昭
和
百
年
と

い
う
区
切
り
の
い
い
新
春
は
、ま
た
、

当
会
創
設
70
周
年
と
い
う
節
目
の
年

で
も
あ
り
ま
す
。　

　

皆
様
と
共
に
、
こ
の
一
年
が
平
和

で
心
安
ら
か
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

祈
念
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
世
界
の
情
勢
は

益
々
混
沌
と
し
て
お
り
、
一
向
に
ま

と
ま
る
気
配
を
見
せ
ま
せ
ん
。
ロ
シ

ア
と
北
朝
鮮
の
急
接
近
、
イ
ス
ラ
エ

ル
の
頑
な
な
姿
勢
、
中
国
の
海
洋
進

出
、
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
再

登
場
等
々
、
予
測
不
能
の
状
況
が
続

く
も
の
と
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

国
内
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
日
本
の

政
治
情
勢
も
不
透
明
な
状
況
が
続
く

も
の
と
予
測
さ
れ
、
与
野
党
共
に
、

党
利
党
略
に
走
ら
ず
、
議
論
を
尽
く

し
て
国
益
の
た
め
大
同
に
つ
く
こ
と

を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
吟
詠
・
詩
舞
・
琵
琶
の
世

界
に
目
を
転
じ
ま
す
れ
ば
、
冒
頭
に

も
記
し
ま
し
た
通
り
、
今
年
は
当
会

創
設
70
周
年
記
念
の
年
に
当
た
り
ま

す
。

　

昨
年
は
、
と
申
し
ま
す
と
、
４
月

７
日
・
長
崎
県
本
部
70
周
年
記
念
大

会
、
同
じ
く
４
月
17
日
・
広
島
県
本

部
60
周
年
記
念
大
会
、
９
月
29
日
に

は
、
鹿
児
島
県
本
部
60
周
年
記
念
大

会
と
、
三
つ
の
県
本
部
が
節
目
の
大

会
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
に
も
６
月
20
日
・
21
日
、

京
都
に
於
い
て
師
範
吟
詠
発
表
会
並

び
に
総
会
を
開
催
、
10
月
13
日
に
は

函
館
に
於
い
て
全
国
大
会
を
開
始
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
函
館
で
の

全
国
大
会
は
３
年
前
に
開
催
寸
前
ま

で
漕
ぎ
つ
け
た
の
で
し
た
が
、
諸
般

の
事
情
に
よ
り
中
止
の
止
む
な
き
に

至
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
会
員

の
減
少
が
続
く
中
、
全
国
会
員
諸
兄

の
労
を
惜
し
ま
ぬ
ご
協
力
の
結
果
、

併
せ
て
函
館
会
員
の
ご
努
力
が
実
っ

て
の
成
功
事
例
と
し
て
広
く
全
国
各

地
で
の
今
後
の
展
開
に
参
考
と
な
る

事
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

　

11
月
24
日
（
日
）、
新
装
な
っ
た

東
京
虎
ノ
門
の
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル

に
於
い
て
「
吟
道
之
碑
」
60
周
年
記

念
、
全
国
吟
剣
詩
舞
道
大
会
が
開
催

さ
れ
、
我
が
会
か
ら
も
40
名
余
の
会

員
の
ご
参
加
を
得
て
盛
会
裏
に
終
了

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

荒　

國
誠
先
生
を
始
め
と
す
る
國

誠
流
の
会
員
の
皆
様
、
日
頃
か
ら
吟

道
之
碑
の
管
理
・
諸
行
事
の
運
営
に

ご
尽
力
下
さ
っ
て
い
る
地
元
静
岡
県

下
の
世
話
人
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
、
昨
年
の
主
だ
っ
た
行

事
を
列
挙
い
た
し
ま
し
た
が
、
本
年

は
70
周
年
と
い
う
年
で
も
あ
り
、
福

岡
で
の
全
国
大
会
を
始
め
と
す
る
諸

行
事
の
着
実
な
実
行
に
心
が
け
、
先

ず
は
支
部
・
道
場
、
そ
し
て
そ
れ
を

束
ね
る
各
県
本
部
の
発
展
を
願
い
、

初
心
に
帰
っ
て
、
吟
詠
・
詩
舞
・
琵

琶
の
普
及
活
動
に
一
層
の
お
力
添
え

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

最
後
に
、
事
務
局
体
制
に
つ
き
ご

報
告
致
し
ま
す
。
体
調
不
良
に
よ
り

昨
年
退
任
さ
れ
た
土
師
城
晧
氏
に
代

わ
り
、
金
子
城
大
宗
範
が
当
面
、
事

務
局
長
の
任
を
負
っ
て
く
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
お
見
知
り
お
き
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
詩
吟
朗
詠
錦
城
会

会
長　

城　

戸　

城　

濤

会
創
設
七
十
周
年
の
新
春
を
迎
え
て

本
部
の
動
き(　
　
　
　

)

６
・
10
・
21
よ
り

６
・
12
・
10
ま
で

10
月
26
～
28
日　

広
島
県
本
部
の
師

範
指
導
と
昇
格
審
査

11
月
２
～
３
日　

北
海
道
道
央
本
部

の
講
習
研
修
会

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

　
　

11
日　

山
口
県
本
部
の
講
習
研

修
会
と
昇
格
審
査

　
　

24
日　

吟
道
之
碑
60
周
年
記
念

全
国
吟
剣
詩
舞
道
大
会

12
月
１
～
２
日　

福
岡
県
本
部
の
講

習
研
修
会
と
昇
格
審
査

　
　

６
日　

常
務
理
事
会
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相
談
役 

山
元
錦
城
（
東　

京
）

同 

本
村
錦
香
（
鹿
児
島
）

最
高
諮
問
委
員 

高
橋
城
伸
（
広　

島
）

同 

山
元
錦
隆
（
東　

京
）

同 

村
瀬
城
博
（
愛　

知
）

副
会
長 

本
村
錦
香
（
鹿
児
島
）

同 

金
子
城
大
（
埼　

玉
）

専
務
理
事 

土
師
城
皓
（
神
奈
川
）

常
務
理
事 

高
羽
城
幹
（
神
奈
川
）

同 

佐
藤
錦
杲
（
神
奈
川
）

理　

事 

今
井　

勝
（
東　

京
）

同 

東
本
錦
怜
（
福　

岡
）

同 

西
川
錦
洸
（
広　

島
）

同 

竹
崎
錦
里
（
道　

南
）

同 

吉
本
城
川
（
鹿
児
島
）

同 

堀
川
城
怨
（
滋　

賀
）

同 

鍛
治
錦
代
（
愛　

知
）

同 

後
藤
錦
曜
（
長　

崎
）

同 

林　

錦
枝
（
滋　

賀
）

同 

佐
藤
城
孝
（
神
奈
川
）

同 

藤
田
錦
信
（
宮　

城
）

理　

事 

毎
熊
城
明
（
長　

崎
）

同 

土
田
城
紘
（
滋　

賀
）

同 

金
子
錦
右
（
佐　

賀
）

同 

中
野
錦
修
（
東　

京
）

監　

事 

岩
田
城
龍
（
東　

京
）

同 

大
内
城
晃
（
茨　

城
）

参　

与 

本
間
城
楓
（
道　

央
）

同 

芹
澤
城
征
（
福　

島
）

同 

海
野
錦
麗
香
（
茨　

城
）

同 

金
子
錦
要
（
埼　

玉
）

同 

和
田
錦
堯
（
東　

京
）

同 

深
水
城
實
（
静　

岡
）

同 

若
月
城
嗣
（
愛　

知
）

同 

宮
川
城
広
（
滋　

賀
）

同 

塩
川
錦
晃
（
大　

阪
）

同 

沖
浦
城
昭
（
広　

島
）

同 

山
本
城
勘
（
山　

口
）

同 

益
田
城
真
（
福　

岡
）

同 

飯
田
城
英
（
大　

分
）

同 

山
下
城
音
（
長　

崎
）

同 

吉
松
城
勇
（
宮　

崎
）

衆

議

院

議

員

元

衆

議

院

議

員

筑
前
琵
琶
橘
流
日
本
橘
会
会
長

（
株
）日
本
文
化
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
社
長

麻　
　

生　
　

太　
　

郎

久　
　

間　
　

章　
　

生

橘　
　
　
　
　

旭　
　

宗

水　
　

島　
　
　
　
　

総

顧　
　

問
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

会　

長　
　

城　

戸　

城　

濤

迎　　　春
元        旦
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吟
道
之
碑
六
十
周
年
記
念

　
全
国
吟
剣
詩
舞
道
大
会

　

令
和
６
年
11
月
24
日
（
日
）、ニ
ッ

シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
東
京
虎
ノ
門
に
於
い

て
、
吟
道
之
碑
60
周
年
記
念
・
全
国

吟
剣
詩
舞
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

例
年
、
11
月
末
の
日
曜
日
に
沼
津

市
大
瀬
崎
に
於
い
て
、「
碑
前
祭
」
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
、「
吟

道
之
碑
」
建
立
60
周
年
に
当
た
る
事

か
ら
、
記
念
大
会
と
合
祀
祭
を
併
せ

て
開
催
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
全

国
各
地
か
ら
は
も
と
よ
り
、
遠
く
米

国
・
カ
ナ
ダ
・
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
ご
参

集
さ
れ
た
13
会
派
の
吟
剣
詩
舞
出
演

者
と
合
祀
さ
れ
る
ご
遺
族
の
方
々
等

多
く
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
会
長
の
城
戸
城
濤
先
生
の
開

会
の
言
葉
に
続
い
て
、
第
一
部
の
吟

剣
詩
舞
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
を
挟
ん
で
、
吟
道
之
碑
合

祀
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

合
祀
さ
れ
た
方
を
含
め
て
現
在
は
、

一
七
二
五
柱
が
合
祀
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
錦
城
会
か
ら
は
次
の
3
名

が
合
祀
さ
れ
ま
し
た
。

合
祀
者
名

　

鈴
木
城
真
（
滋
賀
県
）

　

石
原
城
興
（
神
奈
川
県
）

　

村
山
城
機
（
東
京
都
）

　

そ
の
後
、
第
二
部
の
発
表
が
行
わ

れ
、
錦
城
会
か
ら
は
、
44
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
出
吟
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
一
般
参
加
で
多
く

の
会
員
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
各
会
派
の
会
長
・
宗
家

の
範
吟
が
披
露
さ
れ
、
大
会
は
無
事

に
終
了
し
ま
し
た
。　
　
　
　
（
Ｓ
）

大会会長　城戸城濤

　

合
祀
慰
霊
祭
の
様
子

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル

近
畿
地
区
決
勝
大
会
に
出
場
し
入
賞
す
る

　

梅
雨
空
の
６
月
16
日
、
日
本
伝
統

文
化
吟
友
会
吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル

近
畿
地
区
決
勝
大
会
が
、
大
阪
府
富

田
林
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
区

予
選
大
会
を
乗
り
越
え
、
近
畿
地
区

決
勝
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
さ
れ
て

の
出
場
で
あ
り
、
緊
迫
し
た
状
況
に

包
ま
れ
て
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

錦
城
会
滋
賀
県
か
ら
は
、
左
記
の

皆
様
方
10
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

漢
詩
・
一
般
二
部

　
　
　
　
　

筈
井
昌
一
郎

　
　

〃　
　

美
濃
部
智
子
（
錦
玉
）

漢
詩
・
一
般
三
部

　
　
　
　
　

前
川
利
孝
（
城
翔
）

　
　

〃　
　

上
山
新
一
（
城
昂
）

　
　

〃　
　

草
村
靖
子
（
錦
草
）

漢
詩
・
一
般
四
部

　
　
　
　
　

谷
村
政
嗣
（
城
嗣
）

　
　

〃　
　

筈
井
弘
子
（
錦
弘
）

　
　

〃　
　

白
岩
照
枝
（
錦
照
）

短
歌
・
一
般
の
部

　
　
　
　
　

蔵
口
嘉
寿
男
（
城
源
）

　
　

〃　
　

前
川
与
晴
（
城
与
）

　

審
査
員
に
は
、
錦
城
流
総
師
範
・

明
智
城
秀
先
生
、
土
田
城
紘
先
生
が

務
め
ら
れ
ま
し
た
。審
査
の
結
果
は
、

次
の
通
り
で
し
た
。

漢
詩
一
般
二
部

　
　
　
　

入
賞　

美
濃
部
智
子

漢
詩
一
般
三
部

　
　
　
　

入
賞　

草
村
靖
子

漢
詩
一
般
四
部

　
　
　
　

入
賞　

白
岩
照
枝

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。又
、

惜
し
く
も
入
賞
を
逃
さ
れ
ま
し
た
皆

様
方
も
来
年
を
期
待
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　

錦
城
会
滋
賀
県
本
部
、
大
阪
府
本

部
の
先
生
他
委
員
に
ご
協
力
頂
き
ま

し
た
皆
様
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

尚
、
日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
で

は
、
吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

に
当
た
っ
て
、
文
部
科
学
大
臣
賞
を

授
与
さ
れ
る
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
目
標
は
高
く
し
て
挑
戦
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

来
る
11
月
23
日
、
大
阪
府
岸
和
田

市
南
海
浪
切
ホ
ー
ル
に
於
い
て
吟
剣

詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
決
勝
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
声
援
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
今
後
も
、
全
国
各
地
区
予
選
会

に
参
加
し
、
技
量
の
一
助
に
役
だ
て

て
、ご
出
場
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
滋
賀
県
本
部　
　

土
田
城
紘
）

（
一
社
）
詩
吟
朗
詠
錦
城
会
担
当

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会　

金
子
城
大
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有
原
裕
絵
さ
ん
、
短
歌
一
般
の
部
に
出
場
し

　

全
国
第
二
位
に
入
賞
す
る

　

第
33
回
日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
吟

剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
決
勝
大
会

が
、
あ
ざ
や
か
な
紅
葉
の
中
、
11
月

23
日
大
阪
府
岸
和
田
市
の
南
海
浪
切

ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
各
地
区
の
予
選
大
会
を
乗

り
越
え
、
全
国
大
会
の
出
場
権
を
獲

得
さ
れ
て
の
出
場
と
な
り
、
会
場
内

は
緊
迫
し
た
中
で
の
大
会
と
な
り
ま

し
た
。
錦
城
会
か
ら
は
、
次
の
８
名

の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

漢
詩
・
少
年
の
部

　
　
　
　
　
　

北
中
彩
月（
広　

島
）

　

漢
詩
・
一
般
三
部

　
　
　
　
　
　

佐
藤
法
子（
神
奈
川
）

　
　

〃
　
　

佐
藤
典
伸（
広　

島
）

　

漢
詩
・
一
般
四
部

　
　
　
　
　
　

林　

清
隆（
神
奈
川
）

　

短
歌
・
一
般
の
部

　
　
　
　
　
　

有
原
裕
絵（
埼　

玉
）

　
　

〃
　
　

金
子
美
奈（
東　

京
）

　
　

〃
　
　

寒
河
江
護（
神
奈
川
）

　

詩
舞
・
一
般
三
部

　
　
　
　
　
　

中
村
妙
子（
広　

島
）

　

審
査
員
に
、
剣
詩
舞
の
部
を
、
西

川
緑
惠
先
生
が
務
め
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
は
、

　

漢
詩
少
年
の
部

　
　
　
　
　
　

第
三
位　

北
中
紗
月

　

一
般
四
部
審
査
員
特
別
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

清
隆

　

短
歌
一
般
の
部

　
　
　

〃　　
　

準
優
勝　

有
原
裕
絵

　
　
　

〃　　
　

入　

賞　

寒
河
江
護

　

詩
舞
一
般
三
部
審
査
員
特
別
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
妙
子

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
で
は
、『
文

部
科
学
大
臣
賞
』『
県
知
事
賞
』『（
公

財
）
日
本
伝
統
文
化
振
興
財
団
賞
』

を
決
め
る

｢
出
場
者
部
門
別｣

優
勝

者
に
よ
る
吟
詠
の
部
優
勝
者
（
幼
少

年
の
部
を
除
く
）
６
名
、
剣
詩
舞
の

部
、
優
勝
者
８
名
で
本
決
選
を
行
な

い
ま
し
た
。
こ
の
本
決
選
に
は
、
錦

城
会
か
ら
の
出
場
者
を
残
念
な
が
ら

送
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

後
の
ご
活
躍
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

又
、
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
さ
れ
ま
し

た
皆
様
方
も
来
年
を
期
待
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　

開
催
地
、
日
伝
吟
近
畿
本
部
会
長

鈴
木
永
山
先
生
、
事
務
局
長
新
谷
邸

泉
先
生
を
始
め
、
役
員
・
委
員
の
先

生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

錦
城
会
滋
賀
県
本
部
、
明
智
城
秀

先
生
、
大
阪
府
本
部
、
塩
川
錦
晃
先

生
を
始
め
大
会
役
員
と
し
て
御
世
話

取
り
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
方
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
10
月
26
日
に
、
岡
山

県
倉
敷
市
玉
里
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
催
の
予
定
で
す
。

　

尚
、日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
で
は
、

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
を
８
地
区
（
北
海

道
・
関
東
・
北
陸
・
中
部
・
近
畿
・

中
国
・
四
国
・
九
州
）
で
開
催
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
各
地
区
予
選
会
に

技
量
の
向
上
の
一
助
に
出
場
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
一
社
）
詩
吟
朗
詠
錦
城
会
担
当

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会　

金
子
城
大

　

初
め
に
昨
年
１
月
１

日
に
お
き
た
大
地
震
に

次
ぎ
、
9
月
末
に
再
度

大
雨
で
の
被
災
を
受
け

ら
れ
た
能
登
地
方
の

方
々
に
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
様
な
中
、
10
月

14
日
（
祝
）、
北
九
州

10
地
区
で
の
公
開
発
表

会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
は
、
小
倉
の

中
心
地
に
あ
る
北
九 

州
芸
術
劇
場
小
ホ
ー
ル

で
す
。
幸
い
天
気
も
良

く
、
座
席
も
お
客
様
と

会
員
で
立
ち
見
が
出
る

ほ
ど
に
盛
況
で
し
た
。

　

午
後
1
時
半
に
県
本
部
専
務
理
事

の
益
田
城
真
先
生
に
よ
る
開
会
の
挨

拶
で
始
ま
り
、
琵
琶
「
茶
絃
録
」、

詩
舞
4
題
に
次
ぎ
、
男
性
会
員
に
よ

る
「
維
新
の
英
傑
」
で
は
、
大
画
面

に
て
白
虎
隊
や
西
郷
隆
盛
、
勝
海
舟

等
が
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。
お
客
様

北九州地区公開温習会を開催

の
中
に
小
学
生
の
お
孫
さ
ん
連
れ
の

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、「
白

虎
隊
は
、
学
校
で
踊
っ
た
」
と
言
っ

て
く
れ
た
と
聞
き
、
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。

　
「
書
道
吟
」
で
は
、百
一
歳
の
佐
々

木
城
行
先
生
が
、
年
齢
の
発
表
と
共

に
、
立
派
な
吟
を
披
露
さ
れ
、
上
岡

城
辰
先
生
の
立
派
な
書
と
共
に
好
評

で
、
多
く
の
お
客
様
か
ら
「
感
動
し

た
！
」と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、あ
る
男
性
の
お
客
様
が「
尺

八
や
琵
琶
の
演
奏
が
珍
し
く
、
良
い

も
の
を
み
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

国
歌
斉
唱
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で

す
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
て
、
お

誘
い
し
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
の
皆
様
に
詩
吟
を
体

験
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、
み

ん
な
で
一
緒
に
「
桂
林
荘
雑
詠
」
を

詠
っ
て
も
ら
い
、
最
後
は
、
男
性
陣

に
よ
る
「
楠
公
編
」
で
終
演
と
な
り

ま
し
た
。
会
員
も
各
役
目
を
一
生
懸

命
に
果
た
し
、
み
ん
な
で
作
り
上
げ

た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
は
、
隣
に
あ
る
リ
ー

セ
ン
ト
ホ
テ
ル
で
の
懇
親
会
で
す
。

こ
こ
で
も
宴
会
係
の
会
員
や
元
気
の

い
い
男
性
会
員
の
門
司
港
名
物
バ
ナ

ナ
の
た
た
き
売
り
に
始
ま
り
、
カ
ー

ド
合
わ
せ
や
、桃
太
郎
の
手
遊
び
等
、

年
甲
斐
も
な
く
は
し
ゃ
い
で
、
楽
し

い
会
で
し
た
。

（
小
倉
支
部　

江
口
錦
舟
）

茶　絃　録

楠　公　編

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
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暑
い
夏
が
終
わ
り
、

や
っ
と
秋
が
や
っ
て
来

た
11
月
10
日
（
日
）、

信
貴
山
観
光
ホ
テ
ル

で
、
大
阪
府
本
部
秋
の

温
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

信
貴
山
は
、
奈
良
県

生
駒
郡
平
群（
へ
ぐ
り
）

町
に
位
置
す
る
山
で
奈

良
県
百
選
山
の
一
つ
に

選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

後
醍
醐
天
皇
ご
病
気

の
た
め
、勅
命
に
よ
り
命
蓮
上
人
が
、

ご
本
尊
の
毘
沙
門
天
に
病
気
平
癒
の

祈
願
を
し
ま
し
た
。
天
皇
の
ご
病
気

は
た
ち
ま
ち
に
し
て
癒
え
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
天
皇
・
朝
廟
安
隠
・
守
護

国
士
・
子
孫
長
久
の
祈
願
所
と
し
て

「
朝
護
孫
子
寺
」
の
勅
号
を
賜
る
事

に
な
り
ま
し
た
。朝
護
孫
子
寺
は「
信

貴
山
寺
」
と
も
呼
ば
れ
、
多
く
の
方

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
信

貴
山
は
、寅
の
お
寺
で
も
有
名
で
す
。

　

今
か
ら
一
四
〇
〇
年
前
の
昔
、
聖

徳
太
子
が
守
屋
討
伐
の
た
め
山
上
で

祈
ら
れ
た
時
、
毘
沙
門
天
が
出
現
さ

れ
た
と
い
う
。
そ
の
時
が
寅
の
年
・

寅
の
月
・
寅
の
日
・
寅
の
刻
で
あ
っ

た
と
い
う
ゆ
か
り
か
ら
、
そ
れ
以
来
、

虎
に
開
運
を
祈
る
習
わ
し
に
な
り
、

張
り
子
の
虎
が
信
貴
山
の
象
徴
に

な
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

信
貴
山
観
光
ホ
テ
ル
は
天
然
温
泉
も

湧
い
て
い
ま
す
。

　

各
支
部
、
道
場
各
地
か
ら
開
催
時

秋の温習会を終えて

間
11
時
に
、
誰
も
遅
れ
る
こ
と
な
く

無
事
に
集
合
し
、
久
し
ぶ
り
に
元
気

な
顔
に
お
逢
い
で
き
、
秋
の
温
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
吟
の
発
表
で
、
皆
、

精
一
杯
声
を
出
し
て
頑
張
り
ま
し

た
。
吟
の
発
表
が
終
わ
り
、
そ
の
後

は
懇
親
会
で
す
。
美
味
し
い
ご
馳
走

を
頂
き
、
皆
で
和
や
か
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
信
貴
山

観
光
と
い
う
こ
と
で
、
温
泉
に
入
ら

れ
る
方
も
お
ら
れ
た
り
、
大
き
な
張

り
子
の
虎
の
前
で
写
真
を
撮
り
、
足

の
元
気
な
方
は
、
朝
子
孫
子
寺
ま
で

行
か
れ
、
お
土
産
も
一
杯
買
っ
て
、

秋
の
信
貴
山
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

誰
も
怪
我
無
く
無
事
に
集
ま
り
、

温
習
会
が
出
来
、
無
事
に
家
ま
で

帰
っ
て
頂
け
た
こ
と
が
一
番
の
幸
せ

で
す
。
来
年
の
初
吟
会
に
も
、
皆
元

気
で
逢
え
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
っ
て

お
り
ま
す
。

（
大
阪
府
本
部
長　

塩
川
錦
晃
）

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

　

滋
賀
県
本
部
湖
南
地
区
、
能
登
川

支
部
・
安
土
支
部
・
稲
枝
支
部
・
高

宮
中
央
支
部
と
の
合
同
大
温
習
会
が

能
登
川
コ
ミ
ニ
テ
イ
ー
セ
ン
タ
ー
に

於
い
て
去
る
11
月
23
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

令
和
元
年
に
行
わ
れ
た
24
回
目
四

支
部
合
同
大
温
習
会
か
ら
、
コ
ロ
ナ

の
流
行
で
今
年
度
ま
で
途
切
れ
て
い

ま
し
た
。
5
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
合

同
温
習
会
で
す
が
、
近
年
の
会
員
減

少
に
伴
い
、
準
備
等
心
配
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
当
番
支
部
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
を
一
生
懸
命
に
頑

張
っ
て
準
備
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

大
会
が
始
ま
り
、
湖
南
地
区
長
の

「
吟
は
心
の
叫
び
だ
」
と
ご
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
出
会
う
こ

と
が
出
来
た
吟
友
や
大
先
輩
の
先
生

方
と
逢
う
こ
と
が
出
来
、
詩
吟
を
通

し
て
人
と
人
の
つ
な
が
り
も
ま
た
、

大
会
が
有
意
義
な
も
の
に
な
っ
た
と

四
支
部
合
同
大
温
習
会
を
終
え
て

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

湖
南
地
区
の
支
部
の
先
生
方
の
発

表
も
あ
り
、
大
会
に
華
を
添
え
て
頂

き
ま
し
た
。
能
登
川
の
支
部
長
も
大

病
の
中
、
最
後
ま
で
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

普
段
の
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
々
を
忘
れ
、

一
人
一
人
、
精
一
杯
普
段
の
練
習
の

成
果
を
発
表
す
る
場
で
あ
り
、
こ
れ

ぞ
「
心
の
叫
び
」
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

お
陰
様
で
立
派
な
温
習
会
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
ご
出
席
い
た
だ
い

た
湖
南
地
区
の
先
生
方
、
ま
た
他
支

部
の
会
員
様
に
は
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
い
つ
ま
で
も
こ
の

四
支
部
合
同
温
習
会
が
継
続
し
、
栄

え
て
い
く
事
を
心
か
ら
願
い
ま
す
。

（
能
登
川
支
部　

小
嶋
錦
清
）
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新
入
会
員
の
紹
介

（
11
／
30
～
12
／
13
）　 

大
野
城
道
場　

入
山
智
子　

市
川
尚

子　

石
津
邦
夫　

野
崎　

傅

志
布
志
道
場　

大
瀬
良
貞
子

小
倉
支
部　

船
木
康
子

諫
早
支
部　

鹿
田
麻
美
子

お
わ
び
と
訂
正

　

前
号
の
新
入
会
員
の
紹
介
の
中
で

次
の
方
々
の
お
名
前
に
間
違
い
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。　

函
館
支
部　

溝
口
喜
助
→
溝
口
嘉
助

気
仙
沼
支
部　

高
橋
聖
子
→
高
橋
誠

子
岡
垣
支
部　

廣
瀬
映
子
→
廣
渡
映
子

　

雅
号　
　
　

県
名　
　
　

取
得
年
月

荒
川
錦
喜　
（
鹿
児
島
県
）　

６
・
９

土
屋
錦
美　
（
愛
知
県
）　
　

６
・
10

山
下
城
榮　
（
愛
知
県
）　
　

６
・
10

上
田
錦
祥　
（
愛
知
県
）　
　

６
・
10

三
上
城
与　
（
滋
賀
県
）　
　

６
・
10

疋
田
錦
琵　
（
滋
賀
県
）　
　

６
・
10

國
松
錦
彩　
（
滋
賀
県
）　
　

６
・
10

内
海
錦
諷　
（
宮
城
県
）　
　

６
・
11

◇
新
師
範
の
紹
介
◇

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

錦城会のホームページをご覧になった事はありますか？

❖錦城会ってなんだろう

　詩吟朗詠錦城会は、詩吟朗詠錦城流 流祖・山元錦城師が、国民の道徳心の高揚と青少年の善導・育成

ならびに婦人の精神基盤の確立には、和漢の詩歌の吟誦こそがその神髄であると確信し、昭和29年に

日本の伝統芸能の伝承と人づくり・国づくりに貢献すべく創始した吟詠の団体です。

　「一吟心霊に徹す」、「一曲能く国を興す」をモットーとし、詩吟朗詠ならびに詩舞、琵琶等の伝統芸術

の普及発展に努めております。

　本会は他と比べても数多い1,000詩を超える漢詩、新体詩、短歌、俳句に音楽性豊かな作譜をし、詩吟

のみならず琵琶、尺八、琴をはじめ、他の和洋楽器、和洋舞等を取り入れた総合芸術を披露しております。

　現在４代目の城戸城濤が就任し、「質実剛健」にしてしかも優雅なる「精神の高揚」を目標に、人との「和」

を大切に、一層斯道の発展に精進しております。

個人指導を原則とし、錦城流独自の分かりやすい譜

づけの教本を使い指導に使用しています。

　パソコンは難しくてわからない、スマホは字が小さすぎて読みにくいと言って嫌っていませんか？
　錦城会のホームページには、私たちが習っている錦城流の色々な事が載っています。一度覗いて
みませんか？
　ホームページからコピーした箇所を、少しだけ載せてみます。興味がわきましたら、今すぐパソコン、
スマホを動かしてみましょう‼
　全国大会に参加したことのある方は、「大会記録」というところをみれば、自分が載っているかも
しれませんよ。（S）


